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1.はじめに

20万分の1地質図幅「徳之島」は，地質調査総合センター及びその前身であ
る地質調査所が該当地域の地質の縞さんに基づき作成している20万分のl地質
図幅の1つである.本地域は国土地理院発行の20ヲ~~Iの1地勢図「徳之島」の地
域で，徳之島及びその北東方のトンパラ岩，椴直島，硫黄鳥島が含まれ，
大部分は海域である(第1図).とれらは奄美諸島に属し，行政区分としては，
徳之島及びトンパラ岩淳摩児島県大島郡の徳之島町・9柏町・美幸町，沖永良
部島は岡郡の柏町・知事町からなり，醐鳥島は沖縄県の妹島町1;::含まれ
る.本図幅の編さんにあたっては，野外調査の結果を基に，公表されている各
種地質図書11.報告書a 論文などを参考に作成した.徳之島及びトンパラ岩，沖
永良部島を斎藤と尾崎が，硫黄鳥島を中野と小林が，重力調査・編集を駒海が
担当した.

本図幅の野外調査の便宜及び未公表資試料の提供に関して，良林水産省九州
農政局徳之島周水農業水利事業所及び同沖永良部農業水利事業所，日技クラウ
ン(株)(現W陀コンサルタンツ抹式会社)の協力を得た.また，鹿児島県商工
労働部商工政策際からは，鉱床資料の提供を受けた.とれらの機関に裸く感謝

する.なお，本図幅に使用した薄片は，地質標本館標本管理・調製チームの製
作である.

(斎藤健・尾崎正紅・中野俊・小林哲夫・駒海正夫)

2.地形
本国幅地域は奄美諸島に属し.地質学的には太平洋側に琉球海溝，東シナ海

側に沖縄トラフを配する琉球弧に位置する(第2図).徳之島と沖永良部島の周
辺海域には，琉球弧の伸びの方向に平行及び直交する正断層群によって，神永
良部海盆や与論海盆などのハーフグラーベン構造が発達しており(第2図).両
島はこれら正断層群によって相対的に上昇した地域にあたる(4輩参照).一方，
硫黄鳥島は，九州南部からトカラ列島へと連なる第四紀の火山フロントの南西
婚に位置し，海底から約800mの高さでそびえ立つ火山島である.
徳之島は，南北約26km，東西約14kmの島で，天城岳
(533m)，三方面岳(496m:1/25，OOO地形咽「出」では
5OOm)，美名岡山畑8m)，井之川岳(645凶，華幅(;182m)，
犬困布岳(417m)など標高300・600m級の山が速なる.こ
れらの山地は白亜紀付加コンプレックス及び台第三紀深
成岩類からなり，島の骨格を形成している.これら山地
周辺の標高約200m以下の地域には更新世の琉球層群が
分布し，その石灰岩部分は島の南部の伊仙町を中心に石
灰岩台地となっており広〈農地として利用されている.
石灰岩台地には銀河洞{全長2，052m)などの鍾乳洞が多
く認められる.また.徳之島南部では山地から海岸へ樹

枝状に走る浅い谷(水がない乾いた谷)が無数に存在し，
カルスト・ドライヴァレーと呼ばれる世界的にも珍しい
地形が発達する(荒川・三浦， 1990).完新世のサンゴ磯
は，特に島の東部から甫部，北西部に広く分布する 甫

西部の嵐捕から西部の平士野付近では完新世のサンゴ磯
の発達が悪<，海食屋がよく発達する.河川は義拘蒋川

や万回円!など，急勾配の河川が徳之島の山地から四方へ
放射状に発達し琉球層群の分布する台地を浸食し，琉球

層群中に高さ100m以上の崖を作ることもある.徳之島
北東端，金見崎北東方約4kmに徳之島花嗣岩からなるト
ンパラ岩が比較的大きな岩礁として存在する.

f中永良部島は東北東一西南西方向に約20km細長く伸
ぴた島である.島の最高標高は島西部の中央部に位置す
る夫首{様商24伽n)で，大山や島軸郁は徳之島と同様の
付加コンプレックスや深成岩類からなる.島の西部では
大山を中心に円状に半径4-5kmで標高約200m以下の平
坦面が，島の東部では標高90-50m以下の台地(主に琉球
層群の峰水面)が発達する.琉球層群のうち石灰岩分布

域ではカルスト地形であるドリーネがよ〈発達し，特に
大山周辺には，昇竜桐，大山水鏡洞などの日本有数の規

模を持つ鍾乳洞が分布する.また，大山を囲むように発
達する石灰岩台地には，徳之島南部と同様，カルスト・

ドライヴァレーと呼ばれる山地から湾岸へ樹枝状1;::走る
浅い谷が無数に存在する.河川の発達は悪く，長さ約
3kmの装多川や同約1回の奥川などが認められるにすぎ
ない.沖永良部島の特に北岸から南東岸にかけては主に
琉球層群と付加コンプレックスからなる海食屋がよく発

遣する.大山の南西，屋子母~住吉の梅岸をはじめ，各
地の海岸には石灰岩砂からなる白色の砂浜が発達し，ピー
チロックも認められる.完新世サンゴ司自の発達は主に島
の南側で認められ，上記の海食崖の発達する地域，矢議
仁屋岬や黒潮などではほとんど認められない.

さ60・150mの海食崖に固まれ台地状をなす.北部には直径500X700mの火口
を持つ硫黄岳溶岩ドーム，中央官Eには二重の火口地形(外側の火口は径約
1.5km)を持つ偏平なグスク火山，そして南部には閥析が進んだ前岳の高まり
がある(第7図A).島の最高標高点は硫黄岳火口北東側の山頂(方位:標高
212m)である.島の周囲特1;::東都や南部では幅100・350mのサンゴ礁が発遣す
る.南端の前ノ浜では，干潮時に約100m沖合の岩礁(標高21m)まで陸続きと
なる{第6図爾端，第7図A右端).島の東側及び西側の海岸海食崖とサンゴ磁
の聞には.わずかに砂碩浜が形成されていることがある.

{尾崎正紀・斎藤民・中野俊・小林哲夫)

3.地 質

3.1概要
本図幅地域は，地質学的にはフィリピン海プレートがユーラシアプレート下
に沈み込む琉球弧に属し，太平洋側には琉球海溝，東シナ海には沖縄トラフ(背
弧海盆)がある(第1図).琉球弧は2重弧で，徳之島と沖永良部島は琉球弧の外
弧(前弧域)に，活火山である硫黄鳥島は琉球弧の内弧{火山弧:現在の火山フ

ロント)に位置する.
本図幅地域の地質統括を第3図に示す.徳之島，沖永良部島の先第四系の基
盤は，四万十帯白亜紀付加コンプレックスとそれらに貫入する古第三紀花岡岩
類からなる.徳之島には，白亜紀付加コンプレックスの中に超昔鉄質岩が存在
する.両島ではこれらを第四系が広〈覆う.第四系の主体は更新世の琉球層群
で，とれらを後期更新世~完新世の降下火砕堆積物，後期更新世末~完新世の
堆積物が不整合で覆う.
硫黄鳥島は，後期更新世の前岳火山，後期更新世ないし完新世の硫黄昏火山
及びグスク火山から構成される輝石安山岩賓の硫黄鳥島火山からなる.

(斉藤民・尾崎E紀・中野俊}

3.2 四万十帯の白亜紀付加コンプレックス

本地域の四万十帯の白亜紀付加コンプレックスは， Yo也iw首宣(1901b)が最初

第3図 『徳之島』園帽地域及び琉噂弧の地質総括

硫黄鳥島は徳之島の西方約65km.沖永良部島の北西方
約60kmに位置し，北北西甫南東方向に約2.7回伸び，
幅約lkmの無人島である.地形学的は2つの火山が接合
した地形を示すが，地質学的には3つの火山体が接合し
て北北西一甫甫東方向に伸長している.全体が急峻な高

地質年<<:1;J!etør四 .tzl.(国田}に古地磁気極性掴序及び同位体比掴序は町国側加1叫~瀬棚田園序及び地史は木村医か4四g).

m名儲xl2l.量子(2007)に，菅波探査眉閉ま梅上保安庁水路郁印刷L議上保安庁海樟情報部(2002)に基づ<.



にfetlし.総書立岩があることを報告し，1;生婦と考えた.石JII(1910)はかんら
ん是告があるととを途ぺ鹿児島県地質調査研究会(1958.1959)地鳴略的な絶質
問を示した.中}ll(1967) l:t敏之島，沖永良111&島向島の鎗貨を詳細に明らかにし
たととによって.同島の織貨の知見}立大きく進展した.その後.・木(1鈴5b).
If削・後藤(1'鈎8)が徳之島の地貧困を示し.中JlI(1'続i9.1972九九州鎗政局前
両軍隊(お76)，.木(1987b)が事事永良商事sbの鎗貧困を公表してい{1.
本国舗の自重給付加コンプレックスの継貿閣は，徳之島北中隊及び中F肩書Eの
剥歯周辺については泌質鳴査の成果と早坂(1総ぬ，b)を用いてfI!，直覧した.また
軍司§周辺司E除く陽書容は1ftJII (1967)を遺書に._*(19おb) の:fE尚治費闘の分布t:~
g曹に，地質腐去を行って作成した.五1;1t.~や永食費Il.!lーの自重e付加コンプレッ
クスの地質問榊}II(掛，7}.九州Q政局貯蔵怒(1976)..木臼鯨b)神和乙
地質剣3援金行って作成した.
付加コンプレックスの~.m区分本因錨では付加コンプレックスをメランジと
鐙然相の2つのタイプの望号測に区分した.同じ付加コンプレックスのうち，メ
ランジ中の緩徐をなす地漏は，その聖母体内では怠然とした絶層であり，.然箱
型E調理腐する同じ省績の治局がプロック化したものと考えられるととから.凡例
では盤然相とメランジの区分が一宮IJ..させてある.
[徳之島] 本国舗では，徳之島北官事の三方通占蓄の南東側付近で.~t僚の片状
ないし重量状機浴の乏しい.然とした総罵からなる絶望聖体と.中陶磁の片状ない
し議吠構造が費量遣し，破断した砂活調E省主膚-t>lR在鎗，玄武岩波治・火持活が
卓再臨する泌貨体に大きく区分した.
中}II(1鎗7)は徳之島の花開崎苦言自憶に貨かれる裳鎗治績を~tから費IMI患の機質
砂量2・砂岩を主とする与名問属，灰色中総砂縫唱と主とし絵緩岩を含む手々..
砂定給緩治互履からなり凝灰岩の荷車鳳~伴う秋承j事事}II届，戦øu告と凝灰岩の互
層を:æ.とし源緑定ま(主主:*図績の玄武岩波活・火持岩のこと)~伴う尾母婦に区
分し1t.活必(1鎖国1))もこれを.. 躍した.本厨舗の鎗之島の付加コンプレックス
の:lt郎官官分と中商務自Z分の携界は，おおむね中川(1967)の手々11と秋~J神}ll漏
の境界に相当する.
徳之島':ltoの付加コンプレックスはa 主に砂場，混起草，砂通費泥起草玄'置からな
り.ヨE滋~より与ß間"にかけては砂緩と事í!~苦がはっきり分かれて分布するの
に重苦し.三方途~周辺では聖書治~~，互..事í!~居中に砂浴膚がS提言長れるなど厚
い砂宕.$岩?ま少'fJ.い.与sIIlT'ーのJijlとは，チャート{再鯵あしていてJlttの
幾質凝灰岩との区別はつかf'lい:m411i!A)があり，与s問自書付近ではしばしば
交成した後長貧凝灰岩場唱められる.クサデン石付近に変腕受けた玄俄告が
あり，すぐ.ðIl~こをま混在鎗甥4図紛が存在する.この玄食定や混在倉の脅紛
が.cf:rJII (19晶，7)が与s間層と手々届の筏界としたA分に当たる.北京官官の会
見付近では北海俸の掛から鋭的に隊って徐々に糊した開蹴互屍に
なり.金見のF院側では認を経となる大城山.JC絵lfiの西側札司，~普及び混望号
からなるが，a.震が乏し<.語手ot.t治相区分はできていない.緩療の益はある
ものの.全俸が徳之島:ællf浴の接触到~l&fl=周司，.っている.
悦紳輔の付加コンプレックスのうち綿j待}lI""FMSと秘から1切に

は.比事史的建然とした砂緑泥法玄..泥治.砂場，破断した理~~苦~~が:分布す
る.後儀車置成作用の軍事い書事分では，スレート鍔測が膨められる.砂穏には，調E
宕片が引き趨ほされた業状機逃が111められることがl>Q.おおむね，この節分
紳 }II(1鯨〉の秋河内側11.1:::相当初e 古畑より爾側はほぼcf:rJIIU抑}鳩
母届に相当し，玄食岩君臨定・火事争告と混在量まが阜泌する.玄量主主量調!J~苦・火線量告
には，情緑色と淡緑色のもの均帯をする.井之}II周辺の海舟沿い.~抱徳商11f'l
ど..耳慣条件の1集いところではしばしば君主状熔岩が湾総できる機4図C).剥
岳周辺には， m者鉄賀町岩が分布Tlo.ダナイト1iび総放送からなり，調号石司E生
じている.ー古田健飲掛端銭却を~を受けてかんらん石ができているものも存在
する.とのm警鉄質量雪と周闘の関係は不明だが.~~北東方向に連続しているe
亀告書周辺司E除いて金織が接触到~*作用を後っており.所々にお術活績が.1fI
し，治下浅所に花鱒溺績が分布するととがわかるlIi寄石$)vンフエルスになっ
ている浪治も多<.煙量付近は:fE1i量綴織からの水平lti備が2m以上ある#唾脊
石ホルンフェルスである.変成鉱物として普通角関石が多量にできている玄武
おらある.
[神給制 械の棚コンプレックス色刷11(削減錨届と呼んだ.
aーの中央銀では沖永良郷島花術宕のl!t，入によって，後蝕変革主作用金銭っていみ.
aーの~t1(f隠とF句麗舗の犬山周辺に玄武岩鍍がJ1;<分布する.~院に淡緑色のも

のが*い..ーのや央銀では.a量}9Ieで，砂岩詰.砂岩泥岩互H躍を合主，.砂岩及
び緩蝕変成ft!m~受けた砂強~1!島の中央憾で緩いリッジを形成している.砂2民
事il~には，片状調障洛は多量遣しない.一方. sーの~t賀商事，車両場付近の海岸沿いで
は玄武務顕に片状構造が宛達する.玄量生活費闘の近傍では，泥選まにも片状線泌
が発途するものがある.玄武定自民が多〈含まれることから，本厨11でt.t.徳之
島の調理半婦の付加コンプレックスの延長とした.
[対比] 鹿児島県地貧困舗児島県治資臨編集袋員会.199のでは，徳之島
沖永島飯島に分布する付加コンプレックスを.治貧困では四万十著書の付加コン
プレックスとしたが，その自息切.において経松(1'鎖調。)は.他石が産出していな
いので諸定的なことは言えないとしながらも，告書之島東踏に角関岩書官分布する
とと，かんらん婚が分布するととから，付加コンプレックスのー織を“感謝属}l[
帯"とし，沖永良自~&語、含めて全体t:三主主山平静に属するとした.しかし，角関
岩とされているものは，接触変成作用を後った玄食岩書誌の可飴住がおい.a;1t 
趨普鉄ft岩も後父様のジュラ紀付加コンプレックスt:tt造的に履ういわゆる“.
11m待"の絶tt~雪メラシジとは織成主要副院が大き〈巣なり.軍主成治やシルJJrデ
ポンヨ長などを合志ず，.12鋭縫メランジではない.-jj，図万十平野の自軍総付加
コンプレックスでは.これまで鹿児玉量県陶九州市川辺町野崎の八割E尾治区(石
J!I・幾威1914;前If.l~初"1)と媛媛県字和島市減量島町山Ilt僚弁ほか197'恥 b;
吉田・鹿島.1976}の2ヶ所で長さ5ωm禾織の小さなシート4売の.12.岩が報告
されている.徳之島の総統治はとれら2つの総統浴より去提唱院は大きいらのの，
いわゆる“黒瀬JI(帯"の銭紋岩ではな<.これら白軍紀付加コンプレックス1:::
伴う鎗放治体に対比されると考えられる.
除後ずる事誕祭大島絡調ーでは，竹内(1'鈎3)は四万十草書自彊紙付加コンプレック
スを奄美コンプレックスとsY.U，機滋的主役から，新4、J)，役..名瀬の3ユ
ニットに区分した.ぞれによると2刷、，.:1ニットは，破断された砂活泥袋豆腐，
æ~苦，聖皇賞泥S苦からなり玄食岩，チャートのスラプを含み. /iì)~野的にメランジ
~含主，.後.ユエットは，破断された砂岩泥岩互層，泥岩からなり，破断され
た量豊後凝灰岩壁泥望号室層.赤色泥当壁.玄武治.瑳貧泥沼.チャートのスラブを含
み，局所ACJにメランジを含む.名羽目ユニットは機tt:砂経.".理砂浴.砂溺a
岩互贋とその破断層1. 事í!~苦t:主とし玄浪治を伴い.まれに破断された酸性湿>><
定泥議互層，赤色調臣告を伴う.鎗之島では~t郷に砂先告が多くcf:r陽線には玄武袋
掛ゆい.徳之創慣習障に分布する与sIIII1I仲JlI.1鎖的に結当ずる費掛かヤ}
トを含むととから司隆美大島の新小膝ユニットに，手々月IC中JI(.1967}は役餓ユ
ニット弘玄武岩娠を多〈含み北僚に比べて変形の重量い徳之王寺中南青容と~:主主』誕
百臨海の付加コンプレックスはs滋ユニットにそれぞれ対応できると考えられる.
なお奄美大島では，機治的上伎の車両11、目臥役肢の同ユエツトからは，チユーロ
エアン期以前の年代を示す於散虫化石fJ1産出するが(Fuji民 1989;遺沢ほか.
1983; 0開銀耽1984; JlI綴・君指定. 1鱒).s淑ユニットには'聞でセノマニ
アン~チユーロニアン期のアンモナイト{石J!I・山口.1965; Ma畑町ton
aI..l鈴6}が知られているものの，付加年代を示す明被fl，化石の経S取はない.
カ測では.凶万十字，の白霊紙付加コンプレックスは隊WII君事と傍ば'h.相場造
的上位の佐伯蛋肩書写はコニアシアン期以前の年代を持ち.機造的下位の書官江蛋
肩書事はチユーロニアン~カンパニアン期の年代t:持つことが知られている(例
えば，奥村・毒事111'.1988;寺岡・奥村.1992}. :tた緑江遜肩書撃の11が5I!1it.変
形が携しいととが知られている(例えば.今弁ほか.1971;ヨ静岡ほか.1931}.さ
らに苦言江軍属務の構造的下事事{鎖線"など}は玄武鑓類に曾むととが知られてい
る{例えば，今井ほか.l'鎗2).
これらから本間鑓では，徳之島:ltOIIIこ分布する付加コンプレックスを佐伯iIIi.
扇務相当とし，沖永良商事島，.之島中筒憾に分布する付加コンプレックスを緑
江軍属群4担当とした.

(斎藤 ~) 

3.3 古第三紀賞入岩類
徳之島.沖永良飯島には古書院三車E深成岩豊富市書分布し，四万十帯の白歪自己付加
コンブレックスに接触変成作用を与えている.これ:tで雨量島の.成治績につい
ては，¥'4ω悩wara(I901b}.石川(1910).地且m明 (1'鈴5).鹿児島県総質調査研
究会(1958.1959)が勉賞金銭の飽織の中で深成縫績の分耳慣を報告した.その後，
中}Jf(1鈎7}が，両島の君事成活費量の治相と分布唱と明らかにした.九州農政局!t両
様{鈎7めは衿永良型鹿島の深成岩自民の分布~~剣に示した. JII野・加藤(1'銘めは
徳之島の11成岩績に対して， rtfj之島深成岩費目Jと命名し，詳しい岩石学的研

第4踊 白蓮餌付加コンプレックスの様相
A:淀.L;It鳳状チャート.徳之島北西郁..世間的海路沿い.りッジを伊器. B:績を岩'..縫時婚鍵在官む.・之島jtl僻事...柑織蛾治相.

ハン千ー申占昼寝はおお四.

C:制調書錫.‘律市街曹司・よ川区胃-剛縫い.鎌之島でほ
と申付蛍虫E付が援鯨県成作用量免れて杭6.



S臨59 徳之島~，.活の..  
A:"I!鱒噂暢之.IIO税通綜ムシ口調ta式調弘
B:企見鱒掌東方自トンパラ婚.鎗之島.lI;魔婚申費‘

費電唱を行った.このほか.本地織の古第三絶滅成経費慣についての治石学的研究と

しては，_制1ωηの徳之島，持永良官官烏のm制緩績の化学分析，su.zu脳(1953)
の徳之島のアダメロ岩のモード分析，山本・三回(l初めの徳之島北僚の81式事専
の.{t;粉併がみる.鎗之島花鱒告は61Ma偲':A舟制限蹄}網野・細，1鮒，
59.1:t3.0MaのK-Ar4!'代{鳳.音量)(lIIJlf .加車1.1宮89)，t中永良商事島花筒岩は
32.9士2.1Maのフィッション・トラック年代〈大岡ほか.1986)安示す.
本図!憾では.鎗之島の深成治娠については中}I((1967)...木(1鎗5a).野間・
後藤(1鈎轟}を~に婚貧富郷軍ft:行って作成した.沖永良飯島の深.&t経費置について
は，九州農政局計留孤(1976)を適正に，jfI質調査を加えて作成した.
[徳之島] }I日野・:wo<鈎89)は.r徳之島著書成量母親JIこ， .島の主に~t半分に
広〈分布する3つのタイプ(与s附型，金見型..草木豊田〉の花街活要旨と，才E信電車苦
からはんれい告去での岩相変化のある15の小岩体~緩めている.さらに..之
島深成岩費腐の記織岩石学的申告書量，会総1tび鉱物化学組成を唱曲討し，_木型と与

名聞豊臣・金見蜜はそれぞれ興ったマグマから形成されたことを示し.おのd、総
体はとれら2つの系列に区分されるととを示した.本国信では，中総思.録務
自宕~黒B$曾遜角閃石花償問録岩からなる場体~一括して「徳之島尚岩』
と呼び，その他の錯相唱E岩脈として別途示す.~健式調IUま鎗之島~t.ifl言 {ム
シロ瀬}とする{第5図Aふ徳之島:ftJk:>>のトンバラ岩機S図B)も徳之・~測
量警でできた緩嫌である.湾岸沿い以外ではー般に風f出~lIみ高砂になっている.
徳之島では.南東僚の.書置付近以外の大飯分の付加コンプレッタスに援蝕却を成
作用を与えており，徳之島平正泌総の分布緩から1包a以上a眠れたところまで麓
脊石ホルンフェルスとなっているととや，ルーフベンダントも干撃をすることか

ら，地下に広範留に徳之島，~側婚が存在するととが推定できる. 
• t走花働総及び務状.~~越関緑婚の活IHi，徳之島グム.笛の湾岸沿い$k:i1I1

められる.被微量~Jllt作用を織って微1iIt.t白察官草，累察官号車高生じており，徳之島
:tt:n崎岩に先行して貫入したと考えられる.aヰカ鱒石単車専郷石関織岩岩E誌は，軍司
f由来方で認められ.華寺方鱒石.J臣斜鱒石.織.費量，斜長石からなる.肩車食形唱を
持つ斜後宕や花筒緩績のゼノリス~含み徳之島花術革語よりを費で貧入したもので
ある.

ム[型軽永良書616] 沖永良世路島花開崎岩tま，沖永良=鹿島Ifr炎11の越山の湾側，品紘
言反核付近に分布する.東西領t柑 4刺憾で広〈約1.7km， JIr~t.:t2凶の活体
で，甫自転の多〈は筑覇者用園務事事永良商事"に夜われている.幸田泊町内総東方付近を

様式調書とする.一般に中盤で石英，疋ftii，斜.. S，無理E歯止.普通角関おから
なる花衡問書量昔きである(IfrJII，1鈴1).風化i)1i1臨んでいで，ほとんどの場所で真
理Pになっている. l時徐の外側曜日凶事量のfti図書官告書量露軍~~作用司監事量って， a
背右ホルンフェルスないし5."号ホルンフェルスと't.l.っている.~*Jミ孤島で
は従来の絶望費留で歎ヶ所の軍!E~~~両治の主語録:lJt知られており.出付近では
a露出が破震できる.
む対比] 書留之島1削岩の俸制札裕美大島に分布する才E術省書置の年代{必土S
Ma.S4士3Ma.5S士4Ma"56士3M轟;怨泌臓轟且dNoz閥、1鈴6)に近<.奄鍵大
量量の花民活費園}己責tJtできる.~;It， 許容*J主事軽量是花筒緩の年代に相当する花備事費

績は術函館aーでは神縄本島幾谷村のトーナル岩，石垣島の~Jl!l!才Ut岩が知ら
れている〈犬四ほか，1986). (.. .) 
3.4第四紀堆積治類
本医裕治電車の鐙績に分布するm図書提臥更新惜の務理事層群.後期東続世t-完
締役の鱒下火徐調匡積物，後期更銑鑑宋~発新錐娩積物に区分される偶3図). 
旅費量買軍事事}ま下位より前期更新t量{半~中期更新世tの徳之島局及び神永良自E屑，
中期更新t世後半の自季久燭及び由替..後期更新t堂前半の海F手段丘怠積物に区
分される.ll;た，後期更新t世末~完新t世• .iI積物は犯湯島実績積物.海岸砂丘車庫
積物，事毒事量{割軍事高}綾積物，後量量ザンゴ担1，ピーチロックに区分される.以上の
ほかに.務穆列島で発見されたもので媛大の綴穫を待つといわれる淡水繊のS量
破尊属縫積物であるトゥフア書t，徳之島晋婦の1臨海岸付近に認められる{求問
}まか.2α)2) . 

3.4.1縦m
徳之島と沖永良飯島に広〈分布する旅.届軍事{矢OII・半沢，1鈎0)肱砂機
屍と石灰岩及びその鈴属物からなる更新世tの堆積物である.向島に分布する破
損ま服務は， Yo・hiwara(1901a)によって初めてその費量繋が紀述され，
B'an.a:鴨(1935)で初めて雨量是の後略的な型車貧困が示された.その総徳之島で
は中JII(1967， 1鱗.別5)，t草木(1鈍5b)， N:幽morid 01. (1'郷 i)，野間・後
• (1制 1)，山田;却、似綿)などの，沖永良官事aーではIfrJ附鯨， 1~掛， 1972) ，
太田ほか(1973)，総弁ほか(1974)，力点f.a政局計画面事(1976).野田(1錦織.b)， 
-oJl((l鈎5)，.米(1987b).弁書官・山田(1991)などで総理事膚携の研究が報告さ
れ，微量目i)t知られるようになった.

本絶滅の様車R層群の主な層序区分としては，地震に銭形分類学的な手訟を加
味した中}11(1967}，野田(1鈎伶}と，サンゴ磁複合体車種積物とその向日奇異績で

ある硲属物を1つの場績修して."を組み立てた芥純・山田(1991)，山田ほか
似鵬}がある.約者はサンゴ硲複合体料同複数の治形面 0・*面}と，その
後に形成された段丘函との関係が十分に考慮されていないま添婦序区分地情わ

れており.属Jf司是正司自に示していない.これに対し後者は，漢をのサンゴ磁複

合体の生物相・怠様相と比殺し.低潟水q から湾建刻を軍基てR臨海*1f1耳目{ー
郁は海退期)に~:S-ì!の潟水~変動にIjl，応したある特定の時代に形成された
1つのサンゴ磁複合体織積物とその同商事臭事目の紳IJIf物を1つの織績体{ユニット}
として扇~区分唱を行っており，現状では正司自な扇~を反映した層n::~分と判断
される.とのため，本報告では弁自信・山田(1991)，山田ほか(怨鵬}の周"区

分に従った.具体的には.徳之島に関しては山田ほか{忽鳩}に中111(1967)の成
果の---1惨を加えて.また沖永良西宮島に関しては弁..山田(1991)の."区分方
法に~づき，中}II(1鈴7)，野田(1'鈴4畠九九州民政局鈴肩書， (1976)を湾解釈し
てj@量闘を鋪さんし.向島の続遺書.軍事を下位よりひ徳之島漏及Z榊永良商事鳳
2)目手久.及び田谷..3)湾岸段丘織積物に区分した悌3図).
1)徳之島.1えぴ神永良書官膚
徳之島に分布する鎗之島層{山田ほか，筑間}と神永良1116に分布する神永良
隠属(弁書.'山田， 1991)t.ま， ."100・2∞mで向島の務理事周覇軍の主体唱Eな仏
両島の鍍海叙)()引加以下の総織に広〈分布する.両，.~ま.サンゴ織彼合体調車
積物とそれと同時築相関係にある俊成の砂.~ーからなるー避の準君Il~事が各々2
つJ属.11しており.徳之島層ではユニット1及びユエット2(山田ほか，忽鵬}に，
沖永1長官Z層では下宮S及び上自6(弁総・山田， 1991)に区分されている.向島に分
布する2つの'Itt車体はそれぞれの聞に不望書合関係、認められるととから，本来
はそれぞれ猿立した rJlJとして区分すべきであるが.本国綴では哲定的にそ
れぞれ下部と上書容で示したなお，サンゴ磁複合体経積物は，おの中炎昔前倒に
分布するサンゴ石灰岩.その仲合舗に分布する石灰司直球石灰岩，伽同削除

均W開 t制石炭鉱事争屑世主石灰岩普から調理成される〈弁自信・山田.199喧;山田ほ
か.筑間〉紙本総貧国の凡例では~隠し.下線と』ニ僚は，それぞれよ飽の砂
様層と4つの活4脅からなるサンゴ石~~苦とに2分して鎗貧困に示した.両贋と
も新しいサンゴ磁調匝合体調量敏絡が古いサンゴ磁複合体調量積物f:媛う届序関係に

あることから，向島除問属治績時には構造的に沈算割高でらったが，総緩後}ま隆

起に転じたと推定されている(河s.叙)()2't.l.ど). 't.l.~， 本書直域の策球，.撲の書争
屑物価九肱.R31>. R4)を砂岩・磁岩と表記している文献仲1111967;聖子風
1蝋;山田ほか， 2制など〉が~~~\i)t，図書Ilfilt小さいため本間幡では，機及
t1$とした.

徳之島煩からはW白川u年代と制UF・U~代0.7・O.3Ma{Om出、臼82)，右皮
質ナンノ化石年代1.65-0.41l1在庫{山田ほか， 2仰に ESR~代約O.48Ma(弁官官・

山凪 1991)が，沖永良書11.からは窓記R年代O.鎗S・0.16陥{木彪・中田， 1981) 
とOJ1l・0.8倫仏位ada.G1..1991)，石灰貧ナンノ化石年代CN14a:O.必・03鋤fa併
絢・山田.1鈎l)i1f得られている.しかし，徳之島扇の年代データは画面"の混
乱やデータ自体の繍E臨も含め.事時E質よく益事代唱~~~できていない(山田ほか.
叙J(3).神泳鳥海震も同様で.現tえの両.の機嫌年代は前期更新世t後半~中期
更新世tということになる.
な~，告書之島履からは，唱者乳富良化石(α"“ a抑制側A制服例。)(リュ
ウキュウジカ).ゐ脚ぬ伊fw".制 (LYON)(アマミノクロウサギ}などの産自
主t報告されている(大塚.1990;τ抽 ld轟総dO加臥 1993).
2)目手久鳳1iぴ回告書自画
自手久屑.:t，徳之島F開療のl{ifi20-紛首~I~j，まをして分布すみ綴畿の小さなサ
ンゴ議車種積物で，黄島大，.-"約5mで，主にサンゴ石灰事苦からなり.徳之島.唱と

不態合で.う{山田ほか.叙鵬)目手久H障のー齢、創立ES蹄代o.29・0.1必協
が得られているは覇軍・中風 1981}.
回4配属は中川(1967)の回皆様官官房を婦としてま量ったもので.沖永良官事島の北

西宮事に分布し，厚ðlOm.以下の砂..からな-l>.回告書腐の絵積年代署~jf-Tデー



タはないが..t主的には目手久腐と同様な時代の絵積物に対比される可能性が
禽く，本図鱒では中期更新世の後半の犠.. 砲に位埋ま付けた.
3)割事帰段丘婚積物
*111鰭の調語障段丘堆積物は，後期更新世tの前半に形成されたと綾定される"
さ10m以下の砂..で..t.l.Q~~雪も含む.徳之島と沖永兵器宮島の段丘地費量区
分l:::o閉しては，中J!I(1鈴7.1鈎9).町田(1'侠;9)，木縫(l98O).太田・翁(1980)
1'&どの報告があり，町田(2ω1b)と町田ほか(2001)で.これらの研究成果をま
とめて.本海岸段丘猿著書物などが作る段丘itiを酸素同位体ステージぬの務員E段
丘爾に相当するとしている古久段丘面形成に闘する年代デ}タは欠如している.

3.4.2降下火隊総積物
後期更新t世-7'd新世まの降下火徐惨事.. 砲は徳之島と沖永島1IIl.に分布するが，
JII貧簡では署員ltなため示していない.その1ftで徳之島北郡に分布する降下火事争
捻積物は比般的厚<.与fr聞・手々 ・会見付近では謙貧鳥島怨調まと事量定される
周厚約2mの火山灰月曜が分布する{中JII，1967). ltl::.徳之島伊仙町の小島(成
局・象*.2(脱)や沖永』議官事おの線折(成尾， 198のでは桜島北の~J量カルデラ
が給調躍の姶良官、テフラ(AT)(2か29ka;町田・荒井，制)3)の分布が認められて
おり，さらに伊仙町小島ではこのテフラの上位に議貧.e..忽源と綾定される2
~の火山灰.11書官織る(成尾・桑水.筑間e

3.4.3完新俊治積物
(1)氾iI!願書量積物

本図暢では. ~幸È平野綾積物，及E織.重量積物の宵後に分布する後貨獲治責駐
車庫紛をー告書して氾草原堆積物とした.
宅~Jl量平野浴車."は主に後背源地浴車費助からなり，河床車種積物を含むe 宅1tJ!平
野厳罰...は.徳之島では業羽目fr/ll.秋司書j符/11.万回111などの中割程減1:::.狩*良
飯島では島中央の知名町後on::if、総.に111められる.
後背湿地場稼働は，書留之島では天減町の4島原~間前，錦之島町の山，花申書の
湾岸から洞111沿いに分布する.本総草書偽は側方変化し.事ミ縫間総著書物として湾
岸砂丘場積物や担毒事量翁積物司~.下位には河Ii.tの砂..及び海成車庫土.f'!伴って
いることがある.
{2}海岸砂丘線電車紛
海停電F丘泳著書偽は，主にサンゴ破片や有孔!i.量産などの生侍唱ーからなる司，.11
で，徳之島では主に東側から疎舗の海岸，神永良留軍aーでは主に務舗の海岸紛い
に分布する.調書湾1伺伽官官後の右灰活からえEる段丘面上に厚撤回，幡数10・
鎖加とやや広〈分布するらのと，入紅付近の綿織緩紛の餓に小規模に分
布するものとがある.徳之島では，古土.1こE震われ星島海路砂丘捻積物、存在す
るが.凡例では発新t仕の海岸砂丘車種緩物としてー絡した.
(3)尊重iJ(事軍事毒}貴晶君賢母島は，サンゴ片，有乳5畿道量産，非石灰質ゆ機曜まからなる
砂磁贋で.ピーチロックを伴うことが多礼本績割直績は，徳之島と沖永良飯島
の入江によ〈発達するが.徳之島の西側海岸でほ分布地鳴られる.
(4)隆起サンゴ徐
隆起サンゴ織は発新t世に形成されたサンゴ司臨時鳴除したもので，徳之島では
陶西部の主語湾岸と1悶僚の湾MJrI河口付近.~I:僚の手々に分布する.豆機覇軍
俸の11怒サンゴ司院からは5・6.5千年前の"C'F代(乗車産正・)が得られている〈中
田ほか， 1978;木庭ほか， 1980;河s・中国.鉱粉!). 
-1i.神永良IlUーでは，完新世まの隆起サンゴ織は確認されていないe なお，
f中永島飯島の知名絡や大事事E協の発新健サンゴ磯は縄文海進に伴い車!J7，OOO年前
から発達し.4，蹴・4;榔年前唱置にはほぼ現在の腕{約1制，理胞の潟水.付
近iこ速するまでに成長していたことが明らかとなっている(Kannal.， 1鈎5;
T官}Ifほか， 1鯵O.
(5)ピーチロック

ピーチロックは炭IUJ)レシウムの沈般によって海岸の砂療が債総した完新蛍
の雄著書物で，徳之島(中田ほか，鴎78;木.ほか， 1鈎0)と沖永食費s..(木属包
1974 :田中.ω83，1990)の入.ttに多〈分布するe 向島のピーチロックからは
主1:::2，似砂3ぷ)()毒事官官以降(J)I'C斬切鳴られている体81湖、 1980;小元帥9，
滋跡1).

{尾筒正紀〉

3.5 被貧鳥島火山
続.島島火山tま後期更新憶の前岳火山.後期更新1Itないし完衛官tの磁首tl毒火
山及びグスク火山から調理成される (.6図， 3臨7図). いずれ宅~Jni当官山経質
である.徳之島北西宮Eで約2.事万年前の姶t誕百テフラ(}J.τヲの上伎にJI.t設のテ
フラが存在し.そのうちの上自容量鴫黄鳥島火山起源と考えられることから.it
貧鳥島火山の活動期は1・2万年以織と考えられる〈小林・中野.忽鵬i) • 
獄黄島島では1664年以来10回程度の*凝気.発由旬E録されているが，これら
の活動はほとんどが続貧弱火口内と捻定される.かつては後貨の採掘詩情われ
烏には築費Eも存在したが.I!I火のE健に滋織を書量り返し.1961年以降，無人島と
なっている.混在，グスク火山に形成された2つの爆製火口{フォーギジュン，
')Jスカイド:いずれもま主祭100m穆!I)及び磁食岳火口内で唱腕活動量噌いて
いる.
商僚に位憶する前岳火山は関紙の進んだ成o火山手事で，安山岩貨の火除唱告と

薄い調~~告の互婦からなり， 1();本程度の放射状当量級古墳入する.この山体と上位
司量破ラグスク火山噴出物との第界には白色の滅紋岩貨の緩石容量堆積物語嚇を
する.
北西告に位置置する総機長火山は割事選苦ドームである.火口周辺は変質が著しく内
錦織洛が不明で，松本(的78)により火事争紛が主体と見なされていたが.:lt-Jl 
報量1告は厚い韓草岩のS量となっている従来の研究では唆気活動が活発な減量t&が
豊島、新しい火山修と考えられたが.その山体表面をsl<援うテフラ扇は南側の
グスク火山に由来するものであり，グスク火山が総質学約に」己伎でおる(1.1、体・

坑同m

./ IJれ包火口
.' 

r、 火口
r: 点一。l 最新湖水蒸気爆発堆積物
及び湖成堆積物

仁コ グスク漣岩ドムiグス
区ヨ糊グスク火山 Z 山
E3 古期グスク火山
亡コ 続黄岳火山

/ 岩脈

仁コ前岳火山

第6信機食鳥島火山の地質問
4噂・中野ω国防嘩ー穆修正.

第7担割筏業鳥島火山
A:割町西海J:よりJI.る碗:ot・aの金銭.審手前は測紛が温む防磁火111.申尖n平温なグスタ火111.
怠』院に講演畠火山がのぞ<.
B:商高舗の機上より見る紛硲火山.左手n低立した婚儀!1Mの左側及び右央n.グスク火山
の火槍減1k.rJ:火砂サ』ジ峨積物..出した縛採にグス'J火山の鍛積物官官アIt~ トして$I!:).
グスク火山の活動期にはすでに紛盛火山は緩食がl!tんでいたととを示'1'.

中野，叙糊，).
中央官官のグスク火山は濡平なタフリング状の治形をなしており，者草食aでは
成贋携滋が服毒事であるがその大半は事事い火事字減綾織物と考えられ，一宮if;t，主務童書
している.二E監の火口をもち.外舗の古剣グスク火山の火口径は1.5km..内側
の車時期グスク火山の火口径は5∞憾で，その1ft，知こは11平泳グスク調lU苦ドーム
が存在する.浴場ドームの北側には少な〈と、2つの鱒馳kロが遥tl.っている.
大事事中にありながらタフリングの治形を鮮明に保っていることから，火山体の
形成は比般的新しい時代と推定されるが.詳細な年代は不明である.

〈中野俊・4、体哲夫)

4， 周辺海壊の地質

錦之島問領周辺酒量撲のJ&Wに闘しては， 100万分の1海底絶貧困{本庄ほか.
1勿7)，2(}方分の1海底調出費構造図{海上保安庁水路線.1978. l'切'9b.l'君事4b).
5万分の1沿織の織の2基本図「徳之島J(務上保食Jt*J書館.2()()1)及び「沖永
良書客足量J(海上保安庁潟手事情報鉱叙1(2).Tamal凶"al. (1976).稲_，関谷
(197百九加盟Eほか(1鎗2)などの研究報告がある.
本図格治績はフィリピン潟プレートの大東海蜘悦み込主116狼側治績に位置
する(調u図)， 2事周辺海域は後援な給量電機治理告示し，事事永良官事島の北側には~t
落ちの断層群により沖永t長銀灘盆が，西側には西蕗ちの正断層群により与沿線
盆が形成されている{湾上保安庁海洋情報自払叙測隠れ第2凪祭事図).許容五IcJ義
務務量tt.t水制)()・1，11統治で.君主様車11こ平行な劇協唖F町西から~t策暢西方向
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第8闘徳之島及び神*良孤島周辺海績の音波探査記録の解釈断面図
轟上保安庁水・"。冊，1)と海上保安庁榔梓備報師側耳障}による膏被保査記・骨解駅周画面置を簡略化及び
再調11I:t..水平温値比申書Eーを符い.漉盆名骨調掴k先中斬鷺及び島民居場へ回創嵐咽揖圏E聖ヨた，
位置掴は掴畑町ー喝を使用.

の長さ4蜘置を超える断層君事を爾阪とする.これらの断層は沖永良郁島の北方
から徳之島の南西付近に途し.さらに徳之島の西側に発達する甫北方向の断層
へと続く.与自白調匡盆}立水深1，1()(ト1，筑励nでTj球弧の伸びる方向に直交する北西
一甫東~北北西-，阿南東方向の臨時肩書事を東限とし，さらに方向を恋えて与槍島
の北方に発達する北京・甫西方向の断層へと続く.両海盆はハーフグラーペン
構造を示し.島尻膚軍事以降の地層が最大約1，00伽E分布し，断層沿いに犠積物
が厚くなり断層虚沿いに地層がアパットする.
徳之島周辺海域の音波探査周序は下位よりVHT，VlT， VT， IVT， mT， IIT， 
hl冒に区分され， VHT腐は四万十帯白亜記付加コンプレックスle:， VlT周は台
第三紀花樹岩類に， VT，周は島尻層君事， IVT層は中期更新世後半の琉球層鮮に，
mT.層とIIT，膚は後期更新世の琉.1冒群に， h層は沖積層に対比されている(海
上保安庁水路郁， 2001) (第3図). ~主た ， t中永良部島周辺地域の音波探査周~
は下位よりVo，lVo， mo， lIo， 10眉に区分され.Vo層は先島尻周群， lVo 
層とE。眉は島民府軍事， 1I0膚は琉濠層群， 10層は沖積層に対比されている(海
上保安庁海洋情報郁， 20(2) (第3図).
なお，海上保安庁指傷害事情報榔(2∞12)は，沖永良部島周辺地域のlVo-1 0周
聞で最も顕著な不盤合関係にあるw。層と.0居間は島尻層群中の不..合とし
ているが，海上保安庁海洋情報郁{筑間)でもその可能性が指摘されているよう
に，この不盤合は前期更新世に高直球音量に広〈認められる島尻酒群と琉球周軍事の
聞の広域不.合に対比される可能性が高い.このため，本図幅ではE。周を車電
球屑群下郁(下郎更新歯車上商事~中西軍更新統)， lIo層を五直球層群上郷〈上部更新統)
層に対比した(第3図， .8図). 
上記の膏波傑査屑序の細分に基づいた両島周辺海繊の音波録査記録の解釈断

面を見ると，爾島の陵減献では分布が確認できない島尻層群相当層が海域では
広範囲に分布する.このうち沖永良部島や徳之島とその近接する浅い潟域(地
塁地域:第8図の①②③⑦)では島尻層群相当層の層厚は猿10.1抑 Eと樽<，
また欠如していることもある.これに対し，沖永良部海盆内{第8図の⑥⑤⑥〉
では，層厚はIII∞m-600mに達する(上述のように溝上保安庁海洋情報郵
(2002)のlVo腐を琉球層群に対比した場合).一方，両島東方の太平洋側大陸斜
面下部には，最大膚厚4ぷ)()・5刈)()mに達する島尻層群相当屑が分布すると推定
されている(木村ほか， 1錦0，l'鈎9).また，琉球層群(上部更新鋭を含む)相当

層は，両島周辺の浅海郁では層厚l∞-1民泊泌4下であるが.上記の海盆肉では
数1助 E泊、ら最大7∞ー駒伽n(下限不明}に達する.
なお，以上のほかに，徳之島の西方かつ沖永良磁調車盆の北方には簸浅部が水
深切m，全体として水深4∞-2制泊ほどの高まりが海底下に存在する.本座ほ
か(1:併7)1;1:，そとに先申書冊統が分布するとしたが，鮮舗については不明である.

(尾崎正記}

5. 活構造及び地質災害

5.1 活構造

本図幅内の陸竣では，徳之島で長さ1-3kmの4つの断層，沖永良部島で長さ
3.5.5kmの3つの断層に闘して活断層の可能性が館副首されている{太田・堀.
1980 ;活断層研究会編， 1鈎1).しかし.段丘面自体の形成年代時1不明なため.
徳之島では山国ほか似)()3)で指摘されているように，確かなのは更新世の琉球
層群を切っている断層ということだ貯で，沖永良都島でもよ郁更新統~完新統
に変位を与え，かつ今後も活動を継続する活断層であるとするデータはない.

とのため本図帽では，徳之島で山田ほか(2∞3)が変位を示した伊イ山崎断層，犬
四布断層，平土野断層を.沖永良部島では太田・堀(1980)が示した手々知名断
層と玉減断層を，琉球層群に変位を与えている断層として地質図に示した.

ー方，徳之島の西方海域では東西~北西~南東方向の断層群が，沖永良部島
の北方沖では北東・南東方向，同島西方沖では北西一爾東方向の断層群が更新

鋭(涜聖堂層群相当膚)に変位を与えている(海上保安庁水路官s.2∞1 ;海上保安
庁海洋情報部， 2∞2).周辺海域では地殻内の浅い地震も発生しており，これ
ら断層の一部は活断層として活動している可能性が高い.

5.2 地震及び津波
..弧(南西諸島)はフィリピン海プレートが沈み込む活動的な地域である.

また.南西宮昔島では1“4年以降大小9困の害事畿が観測されており〈中田， 1製)()).
本地.は地震による海底地形の変形や海底歯車すべり発生による津波の被害警が想
定される地様である.

徳之島図幅地繊付近での大きな地震被害としては.1911年(明治<<年)の喜界
島近判事で起こったマグニチュード8.0の地震によるものが知られている.喜界
島を中心に，奄美大島，徳之島，沖永良育事島，仲縄本島に大きな彼容を出し，

徳之島では5人が死亡している{字佐美，筑間).
事事波被害に闘しでは大きな被害の報告・資料はないが，紳永良商事島北東部の

北西側海岸のサンゴ磯岩塊を，沖永良官官島北西方の海域で発生した古棒波によ
る移動岩塊とする報告もある(河名， 1996). 

(尼崎正紀)

6. 応用地質
6. 1 稼行鉱山
徳之島，沖永良部島では，琉球石灰岩が広く分布し，歎多くの鉱区の設定が
行われている(鹿児島県地下資源開発促進也会，反胤).とのうち，天繊町西阿

木名で琉球石灰告が路盤材及び肥料原料用として事案郷されている.

6. 2休廃止鉱山
[鋼] 石川(191ωが初めて徳之島の銅鉱床を報告した.その後J01int(I9M). 
鹿児島県地質調査研究会(1959).宮久(1974)，鹿児島県(1鉛0).木下ほか
(1961)が記識を行った.このうち前3者の記事防t稗しい.徳之島の銅鉱床は白
亙紀付加コンプレックスの玄武岩類を含むメランジ中に医胎される含鋼硫化鉄
鉱床である.宮久(1974)は，鉱石のタイプに大節分貧鉄歯広からなるもの.I益事量
豊島鉱・貧鋼t4が縞状をなすもの，片理(メランジの面構造)に平行に黄銅鉱が存
在するもの，石英脈の中に微細な糸状の貧銅鉱が存在するものがあるととを報
告した.

松原鉱山 徳之島北西部に位置する.宮久(197()によれば1927年までに
10，000時A上の聞鉱があり.休止期を挟んで再度1938・1939年頃稼行された.鉱
体は，平均30cm最大1伽 1の厚さを持つレンズ状で，事陸磁鉄鉱と黄鉄鉱からな
るとされる.母岩は砂岩優勢の付加コンプレックス中の衝上断層に沿って分布

!~シート状の玄武岩プロックないし玄武岩プロックを含む混在岩である.
宝.鉱山 徳之島中部東岸，母聞南西に位置する.宮久(1974)によれば.標高
133・173mの聞に主要坑口があり， 1912・19<<年の問採掘され，総出鉱量3O，351t.
鯛平均品位3.75%，含有銅量1，138tであった.鉱石は貧銅鉱と貧鉄鉱の共生す
る塊状鉱ないし，斑状の黄銅鉱を含む磁磁鉄鉱である.母婚は本国幅に示す援
触変形作用を受けた混在岩である.鉱体は平均の厚さ叙lcm，短大厚3mの1枚
のシート状である.
下久志鉱山徳之島中郁東岸，下久志南方に位置する.'Ilr久(1974)によれば，
下久志南方の濠高70mにある.F1int(l9M) ， 'Ilr久(1974)によると1鈎4臼 29年
の開銀銅され， 1幻7年のみ再開したが商業的1:成り立たず閉山した.1915-
1918年の間織も出鉱量が多<， tm/月の幽鉱量があったとされる価t，l則.
鉱床の地表付近は玄武岩類であるが，鉱体は本国帽に示す混在岩の泥質岩中に
あり， 3加 E・3mの厚さで延長筑蹴Eに遣するとされ(富久， 1974)，貧鉄鉱と磁
磁鉄鉱が密集し少量量の貧銅鉱を伴っている{鹿児島県地質調査研究会， 1959). 
主語歯車山 徳之島中央官官，三京岳(丹発山北西方}の胸部にあり，tIt体は磁硫鉄

鉱からなり，銅の含有量は低かった(宮久， 1974). 
このほか，亀津南方の奥名川鉱床(木下ほか， 1961;宮久，1974)，亀津北方
の徳和額鉱床(石川， 1910)が知られるが，これまで開発されていない.
[マンガン] 徳之島では，鹿児島県地質側査研究会(1959)，鹿児島県(1960)
によって，南東部の尾母集落の周辺にマンガン鉱床が報告された.その後.波

多江ほか(19図}が詳細に報告した.それによると.廊母集穫の北東部を中心に，



尾母小学校から半径7償加の中に鉱床は点在し，そのうち5ヶ所で採掘され， "ヶ
所で露頭が報告されている.母岩は白亜記付加コンプレックスの玄武岩類で，
これらの風化土壊中にマンガン鉱石が座胎する.なお吉村(1967，l'袋渇)は，鉱
石から轟石を報告している.
[アンチモン] 鹿児島県地質調査研究会(1959)によれば，沖永良郁島の和泊
西方に，白亜紀付加コンプレックスの砂岩泥岩互屑に貫入した石英脈に伴って
輝安鉱を産し， 1940-1944年に採掘された.徳之島三京にも含アンチモン石英
脈が知られており，坑道が存在した(宮久， 1974) 
[硫黄] 硫黄鳥島では硫黄岳火口内において，硫黄の採掴が遅くとも14世紀
には始まっていた(山崎， 1903;木下， 1935).硫黄の採掴は1938-1倒4年には
エ業的に行われ，硫黄で固まった火山灰から火口内で硫黄を抽出・精製して運
び出していた{日i且ι1954). 
Iリン鉱床j 沖永良部島知名町屋子母の北方，標高l∞-110m付近にリン鉱床
が知られており，鹿児島県地質調査研究会(1959)，鹿児島県(1'使紛で報告され
ている.とれらによると，烏の糞由来のリン酸が琉球石灰岩の割れ目を充填し

たグアノで，黒褐色~淡黄色を呈し，高品位(リン酸分50%程度)のものは多孔

寅で魚卵状とされる.平均品位30%程度.1953年以降一時採掘された.

6.3 砕石・石材
徳之島では，北西端の金見崎の西方で接触変成作用を受けた付加コンプレッ
クスの砂岩，砂岩優勢砂岩泥岩互層を，また西岸の秋利神川河口では接触変成
作用を受けた付加コンプレックスの泥岩，泥岩優勢砂岩泥岩互層を，それぞれ

砕石として採掘している.亀禅南方では.琉球層群の砂機周を採掘している.
3中永良部島では矢種仁屋岬(回皆崎)でトラバーテンが採掘されて，装飾朗建材
として用いられた(鹿児島地質調査研究会， 1959). 1936・1940年に採掘され，
その後1953年に再開された(鹿児島県.1袋渇)が，現在は採掘されていない.

(斎藤民)

6.4温泉
硫黄鳥島の東潟岸，端ノ浜突堤北側の打線に沿って無色無臭の温泉湧出が認

められる.最高温度は68'C(松本.1978)あるいは42.5'C(上原.20(2)と測定さ
れているが，泉質及び湧出量等の詳細は不明である.また，西海岸でも海水の

変色が認められ，温泉湧出が推定されている(松本.1978).なお，噴気活動が
活発な硫黄岳には火口湖が存在し，白濁した高温の湯だまりとなっている.

(中野俊)

6.5 水資源
徳之島と沖永良部島は慢性的な水不足のため，地下水・水質調査やダム・水
路建設などの利水事業が長年にわたって行われ，徳之島では鹿児島地学調査研
究会(1964b)，後藤・野間(1989)，今井ほか(2∞2)，九州屋政局盛村計画部資
源謀om，沖永良部島では鹿児島県企画室α臨)，鹿児島雄伴調査研究会舗ω.
太困ほか(1釘3)，九州農政局計画部(197ω，吉村・樽谷(1舗2)など，石灰岩地
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域の水資源に閥速した報告も多い.
両島に限ると，徳之島は秋利神川など河川による地表水，沖永良部島では地

下洞流水や湧水が比較的多い特徴があり，現在その 微を活かして徳之島では
地表にダム(秋利神川の徳之島ダム)が，神永良部島奈多では琉球層群の石灰岩
層の空障を利用した沖永良部地下ダムが建設中である.

(尾崎E紀)

7.重力異常
本地域の大半が海域であり，重力異常は船上重力データを編集したものが公
表されている(駒漕ほか.1992)が，平成19年度に徳之島と沖永良部島で新たに
測定を行い隆域の重力異常債の精度を確保した.編集面積は附Okm2，編集に
周いた重力データの総数は1，263点である.そのうち陸域の178点が平成20年
2月に2島で実施した陸上重力測定による.海域については，地質調査所によ
る自嶺丸の航海データ(調査航海名:GH755)と海上保安庁海洋情報部の測量船
昭洋と拓洋の航海データ(調査航海名:HS7501， HS8203， HT861016， 
HT861l02)を編集し，プーゲー異常とした
プーゲー異常を算出するための仮定密度は， 2.5g/ ClIl'を採用した.本地域の
徳之島，t中永良郁島では先新第三系の付加コンプレックスや花嗣岩類が露出し
ており，仮定密度はそれら基盤岩類として妥当な密度である.
概略の重力異常は東部で北北東~南南西方向のコンターパターンが優勢で北
西方向に重カ異常が瑠加しており琉球孤に整合するような2次元的な構造を呈
している.硫黄鳥島を北西の録とする100u返aIを超す高重カ異常陪南に伸び神
永良部島に遣しており基盤の盛り上がり域を示している.徳之島の南西方には
40ー抑聡aIの低重力異常が見られ基盤が深くなっているととを示している.地
表の地質との対応が良〈事Jるように残差盟主力図を示す(第9図).深部構造によ
る量力異常として5∞mの上方後続値を除去したため，との図}立地表から深度
lkm湿度までの浅い構造が抽出されているものである.負値には陰を付けて
表示してある.沖永良部島と徳之島のほぼ全域が正の残差重力域になっており
基盤岩類が浅いととがわかる.徳之島について詳細に見ると，北部の崎原崎周
辺，金見崎周辺，大和城山~美名岡山の山間官邸主負の残差重力域を示す，こと

は古第三紀花岡岩の分布域1:相当し，周辺の四万十帯白亜紀付加コンプレック
スの分布域に比べ密度が小さいことを示している.天被山周辺や井之川岳周辺

にはEの高残差重力域となり，ことは白亜紀付加コンプレックスの分布域であ
ることから，周囲に比べて密度が大きいことが顕著である.t中永良部島につい
ては，島の西部と東部で残差重力は大きく，越山周辺の中部で小さくなってお
り，とれは四万十帯白亜紀付加コンプレックスと古第三紀花蘭岩の分布に対応

している.特に，西部の大山周辺には南北に伸びる2mga1を超す高残差重力が
顕著で，との周辺に分布する付加コンプレックスの構成岩類が玄武岩類で密度
が大きいことと盤合的である.

〈駒樽正夫)
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第9図 5帥 Eの上方接続残差重力
負値には，影を付けて表示，コンター間隔はO.5mgal(ミリガJレ).



Geologyof仕le1:200，000 Tokunoshima Quadrangle 

τ'h.e 1:200，∞o Tokunosluma quadr回 gleis located betwe阻Amami-
Oshima and Okinawa Islands of the Ryukyu Arc. It includes 
Tokunos1血a，Okinoerabu Jima， lotori Shima Islands姐 dTonbara 
Iwa Rocks of the shore reef. Tokunoshima回 dOkinoer油 uJima 
Is1ands ar官composedof Cre旬ceousaccretionary complexes intruded 
by Paleogene gr皿iticrocks， which are covered by出eP1ei蜘 cene
Ryukyu Group， latest P1eistocene to Holocene pyroclastic f10w 
deposits，叩dHolocene sedirnents. lotori Sbima is叩activevolcanic 
island si凶ngon the present volcanic企ontof the Ryukyu arc. 
τ'h.e accretionary complexes of也eSbimanωTerrane are exposed 
on the Tokunosbima阻 dOkinoerabu Jima Is1ands.百leaccre世.onary
complexes of Tokunoshima Is1and are divided into two parts.τ'h.e 
nor由ernpぽ tis composed mainly of sandstone， mudstone， alter-
nation of鈍 nds旬neand mudstone， and broken beds of sandstone and 
mudstonewi血 asmall amount of chert. basalt. basalt volcanic rocks. 
felsic国ff姐 dme1ange.τ'h.e 80uthern part is composed m瓜且lyof 
basa1t， basalt volcanic rocks and melange containing basalt wi白
銅ndsωne，mudsωne， alternation of sandstone and mudstone， and 
ul甘amaficrocks.官leultramafic rocks extend NNE and are composed 
of serpentinite回 ddunite.τ'h.e accretionary complexes of Okino・
erabu Jima Island訂ericb in basalt and basalt volcaniclastic rocks， 
and compared ω也oseof the southern part of Tokunoshima Island 
wi血outultramafic rocks. 
Al也oughno fossil is obtained企omthese accretionary∞mplexes， 
H血ologicch町民国isticsindi，曲恰白紙也eseaαretionary complexe自
are Cretaceous accretionary compl位目。f也eShimanぬ Terrane.
τ'h.ese complexes are domin血 tin clastic rocks， basalt and basalt 
volcanic rocks wi出 asmallamo岨 tof chert and without 1imestone. It 
W鎚a1ωintrudedby Pa1eocene granitic rocks. 
τ'he accretionaryωmpl包 esof Tokunosh出血 Isl岨 dhave almost 
undergone contact metamorphism by Paleocene Tokunoshima 
Granite while those of cen廿alOkinoerabu Jima Island have been 
subjectedωcontact metamorphism by Oligocene Okinoerabujima 
Gr阻 ite.
In位leTokunosbima Is1and，也ePaleo自由 TokunoshimaGranite 
oc四 piesseveral parts of白eisl阻 d.τ'h.egranite is a medium-gr瓜ned
biotite gra凶.te(adamellite)姐 dhornblende-biotite gr姐 odiorite.τ羽田
granite is broadly distributed be10w出eaccretionary complexes.百le
ageof也egranite泊trusionis regarded as 61 Ma (K-Ar age of bioti旬.
Kaw:岨oand Ueda， 196め岨d59Ma(K世ageof biotite， Kawano and 
bω. 1989). Porphyritic gr回 ite姐 dgranodiori旬 dikesintruded泊ω
白eaccretionary complexes before intrusion of Tokunoshima Graniω， 
and followed by an orthopyroxene-clinopyroxene diorite dike 
intrusion. In the Okinoerabu Jima Island， the Oligocene Okino-
eabujima Granite occupies a central part of the island.官lisgranite is 
a medium-grained biotite-hornblende granodiorite and strongly 
wea血釘ed.τ'h.eage of仕leintrusion of血egranodiorite is believed ω 
be 32.9 Ma (fission回 .ckage， Onisbi et al.， 1986). sevぽ algr担 i旬
porphyritic dikes intruded也.eaα:retionarycompl偲 .es.
百leRyukyu Group ∞，ve泊19Tokunoshima岨 dO脳noerabuJima 
Is1ands，∞nsists of reef compl田 depositsand terrigenous gravel and 
sand deposits.τ'h.e Ryukyu Group unconformably overlies the 
Shimajiri Group di位 ibutedin也esea紅 ound出eisl姐 dsand is 
divided inlω 仕leTokunoshlma姐 dOkinoerabu Formations， Mete，忠E
姐 .dTI創凶naFormations， and marine te汀aced，句osits，in a舵 ending
order. The Tokunoshima曲 dOkinoerabu Formations， each are a 
hundred and several tens of meter胃thick，comprise a major part of 
theRyu匂uGroup. Both formations are made up of two units 
consisting of proxima1 coral limestone and distal rhodolith， 
Cycloc加ews-Operwli7la，and detrital limestone. The Metegu姐 d
T佃unaFormations are unconformably on the Tokunoshima and 
Oki田町abuFormations.τ'h.e Me旬:guFormation is composed m泊叫y
of coral1imestone leω也an5m泊血ickne関，.τ'h.eTanuna Formation， 
less也阻10min也ickness，is made up of gravel and s皿 dwi也 coral
limes'ωne gravel. Early La飴P1eistocenemarine terrace deposi飽 are
composed of gravel and純血dincluding limestone gravel. 

Latest P1eisto閃 neωHolocenepyroclas姐c血11deposits， erupted 
企omthe Aira Caldera and lotorishima Volc阻 0，mainly cover也e
northern part of Tokunoshima Island. Holocene deposits， which 
cover血enarrow plains along coω凶 andrivers，釘ecomposed of 
f100d pla泊，∞astal鈎nddune， beach ridge， beach rock，組draised 
coral reef deposits. 
τ'he 10旬rishlmaVolcano of Late P1eis句ceneto Holocene consists 
ofMaedake， Iodake姐 dGusuku Vol，同国ced組問sin ascending order. 
Maedake Volcano is a s回 .tovolcanocomposed of andesite pyro・
clastics and lava flows wi也 severalradial dikes. lodake Vol田町 民間
組 desitelava dome wi也 asummit crater which is 500-700 m in a 
diameter. Inside the cra除r，several to総nphreatic eruptions have 
been recorded in historic time and fumaroles are active. Gusu1ru 
Volcano is a double tuff ring composed of回 desitepyroclastic flow 
姐 dsurge deposits. and the latest f1at lava dome erupted in也E
cen甘alcrater. 
τもeNE-SW and NW-SE仕endingfaults阻 dhalf-graben basins， 
relate to白esubduction of the Philippine Sea P1ate祖 dopening of the 
Okinawa Trougb， have been developed in the district and its 
surrounding area since the Early P1eistocene. Some of白esefaults 
have the potentialωbe active faults. However， tbe faults白紙cutthe 
Ryu均uGroup in To1runoshima阻 dOkinoerabu Jirna Isl姐 dsare 
considered to have been inactive since the Late P1eistocene. 
τ'h.e copper depo凶旬。fTokunoshima Island oc四 rin血eCreta-
ceou自aαretionarycomplex of mela時四 includingbasalt and basalt 
volcanicIastic rocks. Several mines operated四凶 Wor1dWar 11， but 
no mines are active.τ'h.ere were凶.bnite岨 dguano phosphorite 
m祖国onOkinoerabu Jima Is1and. Small domes血 d泊crus箇，tionsof 
su1fur have been formed around the small vents泊血.ecra飴rfloor of 
lodake Vo1ωno on 10旬riShima Island. 
τ'he limesωne ofthe Ryu匂uGroup is mined on the west coast of 
Tokunoshima Is1and and iωgravel is quarried on the sou白eastcoast. 
Con'匂ctmc加norphosedsediments of位leCretaceous aαretionary 
complex are quarried on也enor白 andwest coasts of Tokunosb回a
Isl叩 d.Travertine was quarried for building materials on the 
nor血lwestmargin of Okino町abuJima Island. 
High temperature hot springs from出evolcanic activity of 
Iotorishima Volc祖 oareon血ee鍋，tcoast of Iotori Shima Island. 
Gravimetric residual highs including Amagi Dakeα仇Am碍i)岨 d
Inokawa Dake仰t.Inokawa) of Tokunos1uma Is1and and oyanta (Mt. 
Oyama) on the westぽnpart of Okinoerabu Jima Isl阻 dcorrespond 
to the outcropping area of Cretaceous accretionary complexes. 
However， gravime'甘icresidual low:s includ泊gYamatogusuku Yama 
(Mt. Yam御息lsuku)ωMinataYama仰t.Minata)of Tokunosh凶u
Isl血 d四 dKo副Yama仰t.Koshi) of the central part of Okinoerabu 
Jima Island correspond to the outcropping area of Paleogene gr祖 itic
rocks. 
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